
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム 

と き  2023年7月26日（水）12：15 

ところ 一宮市民会館  大会議室 

例会担当 会員増強･会則･スペシャルティ 

クラブ・ＦＷＴ委員会 

 

お客様のご入場 

開会のゴング 

国旗に礼 

国歌「君が代」斉唱 

「ライオンズ・ヒムの歌」斉唱 

「ライオンズの誓い」唱和 

「クラブスローガン」唱和 

会長挨拶 

入会式 

各委員長就任挨拶及び委員会報告 

幹事報告 

スピーカーの時間 

アテンダンス報告 

テール・ツイスター報告 

「また会う日まで」斉唱 

ライオンズローア 

閉会のゴング  

スピーカーのご退場 

 

次の理事会（第3回） 

と  き  2023年8月9日(水)11：00 

ところ 一宮商工会議所ビル4Ｆ 小ホール 

 

次の例会（第1588回） 

ZC・マーケティング委員訪問例会  

と  き  2023年8月9日(水) 12：15 

ところ 一宮商工会議所ビル3Ｆ 大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

スピーカーのご紹介 
 

愛知県赤十字血液センター 
推進課 推進2係長 

 

 太田 昌和 様 
 

◎テーマ 
「愛知県内の献血の現状について」 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
《正会員》 

            Ｌ茅根
ち の ね

 信夫
の ぶ お

                    

S. 46.6.5生 （52才）  

 
会社名：(有)茅根工業 
役 職：代表取締役 
業 種：設備業 
スポンサー：L矢田賀也 

所 属：アラート環境保全社会福祉委員会 
住 所：一宮市高田池尻20-1 
TEL（0586）52-6606  FAX（0586）52-6607 

 

◎ LCIF＄1,000寄付ありがとうございます 

L 吉江有希子（6、7） 

L  矢田 賀也（3） 

 

 
 
 
 
 
 
 

  新 会 員 紹 介  

LIONS  CLUBS  INTERNATIONAL  DISTRICT  334-A 

ＩＣＨＩＮＯＭＩＹＡ ＬＩＯＮＳ ＣＬＵＢ 

一宮ライオンズクラブ 
国際会長テーマ 「We Serve（われわれは奉仕する）」 

一宮LCスローガン 「 夢を力に  明るい未来へ  ウィ・サーブ 」 
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第 1 回理事会報告 

と き 2023年7月12日(水)10：30 

ところ 一宮商工会議所  4F  小ホール 

出席者 

 

議題 

1.2022～2023年度最終例決算報告 

前年度幹事Ｌ御子柴孝明 

真清田神社参集殿において無事に最終例会を終えるこ

とが出来ましたと報告され決算書も承認されました。 
 

2.薬物乱用防止教室報告 

LQ/薬物乱用防止委員長Ｌ酒井是和 

7/4浅井中学校・7/10葉栗中学校で薬物乱用防止教

室を行ってきました。中学生がとても真剣に講和に耳

を傾けてくださり薬物乱用の恐ろしさを伝えることが

出来たと報告されました。 
 

3.2022～2023年度収支決算報告及び監査報告 

前財務委員長Ｌ佐藤彰 

前期の決算報告がされ、Ｌ中川幸男より監査報告があ

り、承認されました。 
 

4.2023～2024年度収支予算案について 

財務委員長Ｌ小川康則 

今年度の予算案について説明があり承認されました。 

運営費応急援助資金並びに事業費緊急援助資金につい

ても説明されました。 
 

5.計画・保健委員会合同委員会報告 

保健委員長Ｌ加藤努 

8/23に開催されます献血について報告がありました。

当日は300名の受付、220名の採血の目標を伝えら

れ動員のお願いをされました。 

計画委員長Ｌ高橋敬 

献血当日に会長カレーを開催する旨の報告がありまし

た。厨房、食材等段取りについて説明があり皆様に協

力を呼びかけられました。 

 

6.日本宇宙少年団一宮分団 結成25周年記念 

「10/1 山崎直子宇宙飛行士講演会＆水ロケット大

会」について 

Ｌ古川竜生（日本宇宙少年団 一宮分団 次期分団長 

一宮ライオンズクラブに会場設営、片付け、受付、グ

ランドでのサポート、安全確保等のお手伝いをお願い

したいと報告されました。合わせて後援名義の使用も

お願いされました。 

7.その他 

薬物乱用防止認定講師養成講座について 

LQ/薬物乱用防止委員長Ｌ酒井是和 

認定講師の受講者の数を従前3～5名から7～8名で

お願いしたいと報告されました。 

後日、協議し受講者数の数をお伝えすることとした。 

 

愛西ＬＣチャリティゴルフ大会について 

親睦委員長Ｌ土本和佳 

10/23 に愛西ＬＣチャリティゴルフ大会があり参加

を呼びかけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

【ホームページ会員PASS変更】 

＊セキュリティ対策として会員PASS変更になりました。 

   

ホームページアドレス：https://138-lions.com/ 

会  員  I D ：dream67 

会員 PASS：MIRAI l ions   

 

 

 
 

第1586回例会アテンダンス報告  

 

会員数 257名   家族会員  139名 

例会出席対象会員数  118名 

出席者 56名 (メーク・アップ1名) 

    出席率 48％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L吉江

会 

L西尾 L野嵜 L髙橋 L矢田 
L水野 L佐藤(彰) L御子柴 L久保 L稲川 
L大山 L野村(政) L石黒 L伊藤 L山中 

 L杉山 L中川 L小川 L土本 L酒井 
L飯盛 L則竹(保) L加藤(努)   

有限会社 ラ ム ダ
一宮市花池２丁目２６-１５ 

TEL 46-6667 
Ｌ 伊 藤 裕 彦 
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  第 1586 回例会報告 

と き 2023年7月12日(水)12：15 

ところ 一宮商工会議所 3F 大ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度最初の例会は第67代吉江有希子会長のゴング

で始まりました。 

ライオン・テーマーのL久保辰也が司会進行を行い, 

「国旗に礼」国歌「君が代」「ライオンズクラブの歌」斉

唱に続いて、「ライオンズの誓い」「クラブスローガン」

唱和が行われました。 

会長挨拶では吉江会長より本年度もテーマ「夢を力

に！未来への創造（青少年の健全な成長を願って）が発

表され、すでに薬物乱用防止教室を2校行なわれました

と報告されました。 

入会式では吉江会長のスポンサーで3名、矢田幹事の

スポンサーで2名、計5名の入会式が会員増強・会則・

スペシャルティクラブＦＷＴ委員長Ｌ中川幸男の先導で

行われました。 

続いて、決算報告が旧財務委員長のＬ佐藤彰よりあり

ました。その後、委員長就任挨拶及び委員会報告、新財

務委員長Ｌ小川康則を始め9名の各委員長から挨拶があ

りました。 

最後に幹事報告、アテンダンス報告、テール・ツイス

ター報告後、「また会う日まで」を斉唱し、前会長L西尾

建一郎のローア一声で無事例会は終了致しました。 

 指導力育成出席委員長  杉山幸紀夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲新会員5名 入会式 

 

 

 

第1586回例会ドネーション・ファイン 

 

◎ドネーション             245,000 円 

◎ファイン                         0 円 

 

ドネーション・ファイン累計          245.000円  

 
 

 

 

 

 

 

 

 (株) ＵＴ工業 

     一宮市時之島字塚北26番地2 

   ℡(0586)64-7316 fax(0586)64-7317 

           L 上 田 大 介 

L吉江有希子 役員就任(会長)・新会員スポンサー 30,000 

L西尾建一郎 役員就任            (前会長） 20,000 

L 矢田賀也 〃    (幹事・副ライオン・テーマ－)     

2 名 新 会 員 ス ポ ン サ ー 

16,000 

L 野嵜 章   〃           (第1副会長） 

（ 

10,000 

L 髙橋 敬 〃      (第2副会長・委員長） 10,000 

L 水野泰嘉 〃          (副幹事・委員長） 10,000 

L 佐藤 彰                  （会計） 10,000 

L 大山恭範 〃          (名誉理事) 

 （地区名誉顧問・元ガバナー） 

10,000 

L 青山吉光   〃      （理事）・例会欠席 10,000 

L 大島八重子 〃    （理事）・後見人の喜び 10,000 

L 伊藤裕彦   〃               （理事） 10,000 

L 酒井是和 〃      (委員長)薬物乱用防止教室 

浅井中・葉栗中2校無事終了 

8,000 

L 久保辰也 〃       （ライオン・テーマー・副テール） 5,000 

L御子柴孝明    〃    （テール・ツイスター） 5,000 

L 阿部 勇 〃            (名誉理事) 5.000 

L 田中幸雄 〃            (名誉理事) 5,000 

L 稲川 弘   〃              (名誉理事) 5,000 

L 野村政司 〃              (名誉理事) 5,000 

L 石黒 薫 〃              （理事） 5,000 

L 山中一史 〃              （理事） 5,000 

L杉山幸紀夫 〃             (委員長) 5,000 

L 中川幸男   〃           (委員長) 5,000 

L 小川康則

   

〃       

( 委 員 長 )

 5 ,

0 0 0 

〃           (委員長) 5,000 

L 土本和佳 〃             (委員長) 5,000 

L 飯盛剛弘 〃             (委員長) 5,000 

L 榊林重成 

 

最終例会会場お礼 5,000 

7月誕生7名 7月誕生祝い 21,000 

合 計 245,000円 

尾西信用金庫 

一宮市篭屋1丁目4番地3号 

TEL（0586）45-1141 

L生田親雅  
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と  き 2023年7月4日(火) 8：55 

ところ 浅井中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度、最初の薬物乱用防止教室を浅井中学校にて行

いました。受講いただいたのは１年生 169 名。受講者

には薬物乱用防止をPRした絆創膏とリーフレットを学

校用には啓蒙ポスターをお渡ししました。 

吉江会長による挨拶とライオンズクラブの活動紹介の

後、DVD を視聴し、薬物乱用の概要について学んでい

ただきました。その後スライドを使用しながら、薬物乱

用の実態や怖さ、薬物乱用から自分を守るためにどのよ

うな行動をすべきか等をお話しさせていただきました。 

今回ご対応いただいた教務主任の玉腰先生によると、

熱中症対策、コロナ対策のため学校行事のオンライン開

催もしているとのことでし

た。会場の体育館が大変暑

く、途中体調不良で退出する

生徒さんも数名いらっしゃ

いました。そんな中、皆さん

熱心に聞いていただけまし

た。 

《出席者》L吉江・L矢田・L佐藤彰・L酒井・L山田 

山田将光 記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

と  き 2023年7月10日(月) 8：30 

ところ 葉栗中学校 

 訪問予定の8:00に学校訪問、

担当の教務主任を訪ねたところ

別件で忙しそうなご様子でし

た。薬物乱用防止の絆創膏とリ

ーフレットを受講する1年生用

に 160 部と A2 判のポスター

2種をお渡ししました。 

その後、他のメンバーは校長

室にて待機いただき、L水野とL

酒井で、体育館に移動したところ、事前に依頼していた

準備が全くされておらず、特にDVDを上映するための

(学校側でご用意いただく予定だった)PC にログインで

きず、PC の準備ができるまで、先に講演を数分間だけ

行い、途中からDVD上映にするトラブルがありました。

また、準備が慌ただしかったせいで、司会進行の打ち合

わせも十分できず、司会の先生から会長挨拶の案内をい

ただく際に、会長の役職名・ご氏名を読み上げていただ

くべきでしたが、「ライオンズの方」というご紹介で済ん

でしまいました。約1週間前に教務主任の先生と打ち合

わせしていましたが、この度の不出来を反省し、当方か

ら司会原稿の準備、予備PCの用意など改善策を検討し

たいと思いました。 

 薬物乱用防止教室は1年生139名に向けて、先生の

司会進行で行われ、池山校長先生挨拶、吉江会長挨拶、

DVD視聴、L酒井の講話が行われました。 

 講話では、違法薬物は一回使用したらやめられなくな

ること、またそれを悪用して反社会的勢力の人たち皆さ

んを騙して使用させてようと企んでいること、それらの

悪い人に遭わないようにするためには、夜の外出や他人

の車や家、人目を避けた場所には誘われてもいかないよ

うにすることなどをお伝えしました。 

 教務主任の先生より、

保健体育の教師として、

薬物乱用防止の話をす

ることがありますが、い

つも参考にさせていた

だいていますと感謝の

言葉をいただきました。

これからも子ども達が

その怖さをちゃんと理解し、好奇心や一時の迷いで道を

踏み外さないためのお話を伝えいきたいと思います。 

《出席者》L吉江・L矢田・L佐藤彰・L野嵜・L水野・ 

L酒井 

LQ薬物乱用防止委員長：酒井是和 記 

㈲UENO ALC 
稲沢市西島新町120 

TEL（0587）35-2186 

 Ｌ 上 野 秀 寿 

 



 

 

 

- 5 - 

23-24年度国際会長  

「われわれは奉仕する」 
 

ライオンズクラブ国際協会  会長 パティ・ヒル  

 

   世界を変える 

 

世界を変える変化は、突如としては起こりません。 

たくさんの小さな選択を通じて起こります。 

思いやりの行為の一つひとつを通じて、私たちは人の 

人生を変えます。 

ライオンズクラブとレオクラブの一つひとつを通じて、

私たちは地域社会を変えます。 

地域社会を変える時、私たちは世界を変えます。 

 

地域社会を変える時、私たちは世界を変えます。 

皆の力を引き出す 

人を引き上げる ―それが彼女のやり方。 

優れた教師、学校管理職、心理学者、スモールビジネス

経営者など、さまざまな顔を持つパティ・ヒル。しか

し、何を大事にしているのかと尋ねられた時、彼女の答

えにこの華々しい経歴は登場しない。 

「私のこの地上での目的は、他の人が力を発揮できるよ

うに助けること。それができているか、常に自問してい

るんです」。 自らに使命と課しているのは、人のポテ

ンシャルを見出し、その人が輝けるような環境を作って

あげることだ。「いつも人の善い部分に目を向けま

す」。そう彼女は言う。 

相手が夢を叶えられるように、自分にできることをす

る。その信条が、キャリアの一歩一歩を形作ってきた。

高校の特別支援学級を教えるように言われ、同意したヒ

ルは、すぐに難聴者教育を主眼とする修士課程に登録し

た。 

駆け出しの教師だった頃、耳の聞こえない叔父のエディ

から聞いた。教育を受けるため、遠い全寮制の学校に行

くのがとても大変だったこと。そこまでしても、学校で

手話を使うことが許されなかったこと。 叔父のような

生徒たちに、もっと良い教育を与えたかった。 

ろう学生の教師として働き始めたある日、学校の心理士

から、生徒のテストの結果を見せられる。そこには、

「視覚能力は高いが、言語

能力の得点は低い」とあっ

た。思わず、手話でこう答

えた。 「手話を使ってもい

ないくせに！」 

生徒たちにとって主な伝達

手段である手話も使わせて

もらえなかったら、実力を

出せなくて当たり前だ。彼らには叔父のエディと同じ目

に合ってほしくないと考えたヒルは、生徒をもっと正当

に評価できるようにするため、心理学の授業を取り始め

た。 授業はやがて博士号へと変わり、彼女は公認心理

士となった。 

カナダのアルバータ州エドモントンにある、重度の発

話・言語発達障害を抱える子ども達のための特別学校

で、校長を務めた時期もある。さらにその知識と経験を

生かして始めたコンサルタント業も、創業から40年以

上が経った。児童・青少年とその家族のためのよりよい

プログラムを設計・実施できるよう、政府機関を支援し

ている。 

パティ・ヒルはその生涯を、世界をよりよい場所にする

ことに捧げてきた。その過程で彼女が見つけたのが、ラ

イオンズだった。  

いや、ライオンズが彼女を見つけたのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私はこの地上での目的は、他の人が力を発揮 

 でできるように助けること。 

それができているか常に自問してるんで。」 
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世界をよりよい場所にするため 

ある日、ヒルのビジネスパートナーの配偶者がライオン

ズのメンバーであることが分かった。地区のライオンズ

が人工内耳を必要 とする人のためのチャリティ事業を

企画した際、聴覚障害者のコミュニティに造詣の深い人

の助けが必要となり、パティにお呼びが かかったの

だ。もちろん、彼女は喜んで手伝った。 

その後、ヒルがヘリテージスクールの初代校長に就任す

ると、ライオンズは恩返しを申し出る。「必要なものは

ありませんか？」ライオンズの協力は有り難かった。し

かし、この先は連絡してくることもないだろうと思って

いた。 

しかし、ライオンズからの連絡は続いた。 

しまいには、ライオンズに入会してほしいと言う。諦め

る様子もない。 

生活は間違いなく多忙を極めていた。自分のビジネス

と、校長としての仕事に加え、博士号の修了目前。おま

けに第一子を妊娠していた。それでも、断ることはでき

なかった。 

1990年、ヒルは、エドモントン・ホスト・ライオン

ズクラブに入会した。まもなく、そこがただの地域のク

ラブではないことに気づく。 

世界のほぼすべての国で活動する、彼女のクラブと同じ

ようなクラブの、国際的な集まりの一部だったのだ。ラ

イオンズは、いつも彼女がやりたいと思っていたこと、

すなわち、「世界をよりよい場所にする」ことを実現す

るためには最高の場所だった。 

当時取り組んだある事業から、ライオンズの底力を思い

知らされることになる。エドモントンのある病院には、

小児科専用の手術室がなかった。そのため、子供の手術

が必要になるたびに、手術機材を手動で調整しなければ

ならない。この作業が、子ども達や親にとってただでさ

え辛い体験を、さらに複雑で不快なものにしていた。ク

ラブは、小児専用の手術室を作るのにどれぐらい経費が

かかるのか問い合わせた。 

返ってきた答えは、30万ドル。 

「それでも、私たちはやりました」とヒルは言う。

LCIFの支援を受け、クラブで全額集めたのだ。 

「この時、ライオンズには真の影響力があるのだと知り

ました」。 

初めての複合地区大会では、この影響力がエドモントン

にとどまらないことに気づいた。 

会場を歩いて周り、ライオンズがその年に行った様々な

事業の展示を見たり、交わされる会話を聞いたりするに

つけ、その規模の大きさを実感した。この時、自分は想

像よりずっと大きな団体の一端を担っているのだと気づ

かされた。 

「そういうことだった

のね」と彼女はつぶや

いた。ライオンズが変

えていたのは、地域社

会だけではなく、世界

全体だったのだ。世界

を変えることは、国際

会長となった今、ヒルが目指すところだ。 

「 私たちの任務は、よりよい世界を築くこと。
それが私のあらゆる判断の根拠です。 

こんな言葉があります。 

「大切なのは目的地ではなく、道のりだ。」世
界を変えることは、果てなき旅のようなもの
です。そこには折り返し地点も、終わりもあ
りません。しかし、始まりはあります。 

小さな社会奉仕を一つ行うたびに、私たちは変化に一歩

近づきます。はじめの一歩を踏み出すかどうかは、自分

次第です。雨水がバケツを満たすように、私たちはほん

のひと雫ずつであっても世界を変えられます。 

実際のところ、私たちは皆、決断を一つ下すたびに、世

界を変えているのです。真の変化は、私たちがどのよう

な変化を起こしたいのかを意識したときに起こります。

私たちの人生に、そして他の人の人生に、明るい変化を

起こそうとする時、私たちは世界に「善」をもたらしま

す。 

ライオンズは100年以上にわたり、世界を変える役 

割を果たしてきました。奉仕事業を一つ実施するごと

に、寄付を一回行うごとに、私たちは地域社会のポジテ

ィブな変化に貢献しています。私たちがバケツを満たす

姿を見て、地域社会も私たちと共に立ち上がります。 

私たちは皆つながっているのです。そのつながりに目を

向けた瞬間、国境も壁も消え

去ります。世界的な変化とい

うと、途方もないことのよう

に感じるかもしれません。し

かし、物事にはつねに始まり

があります。その始まりの場

所はここ。始まりの時は今な

のです。私たちの世界は美し

い場所です。 
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雨を降らせましょう。一滴ずつ、バケツを満たしましょ

う。周りの人にもバケツを満たしてもらいましょう。

日々休みなく、時に大きな奉仕、時に小さな奉仕をもっ

て、世界をすべての人にとってより住みよい場所にしま

しょう。 

 

「ライオンズやレオになったらどれだけ社会に

貢献できるか。世界がそれを本当に理解した

ら、皆がライオンズに殺到するでしょう。私た

ちのやっていることを皆に見てもらい、自分に

も世界が変えられるのだと知ってもらわねばな

りません。 」 
   

変化は一歩ずつ始まる  

私たちは、一人の暮らし、一つの協力関係、 

一つの地域社会から、世界を変えていきます。 

 

「はじめの一歩」の一例をご紹介しましょう。 

もっとエコでクリーンな環境を目指す。 

自然環境の保護と改善は、地域住民を巻き込んで行え

る、優れた社会奉仕活動です。天然資源を守りよみがえ

らせるお手伝いをすることで、具体的に世界を変えるこ

とができます。今すぐ、大胆に行動しましょう。  

 

世界にあなたのストーリーを伝える。  

マーケティングのテクニックを身につければ、自分たち

が何者で、どんな活動をしているのか、世界に伝えやす

くなります。SNS、ローカルメディア、オンラインマ

ーケティング、オフラインマーティングなどが、ストー

リーを伝える新しい可能性を広げてくれます。所属クラ

ブにスポットを当て、地域の人たちに、ライオンズやレ

オの仲間に加わり一緒に変化を起こすよう呼びかけまし

ょう。 

 

奉仕の力をフルに引き出す。  

人は、意義のある取り組みに参加したいと考えていま

す。思い切った奉仕目標を立て、新会員を起用してさら

なるインパクトのチャンスを生み出しましょう。クラブ

がすべての人を分け隔てなく受け入れられるよう、体制

を整えましょう。  

 

さらに大きな奉仕を実現する。 

 私たちの財団が、単独でやれることよりもっと多くの

ことを実行可能にしてくれます。LCIFのおかげで、私 

 

たちは大きな夢を描き、真の意味で世界を変える事業を

実施できるのです。ですから、LCIFを支援し、LCIF

の支援を受けましょう。 

 

自分を信じて  

世界を変えるためには、まず、私たちが 「世界は変え

られる」と信じなければなりません。 

以下は、この先に待ち構える課題に立ち向かうためのス

テップです。 

 

勇気を持つこと。 

あなたが取り組む奉仕においても、その他の活動におい

ても、難しそうだからといって怯まないでください。あ

なたならできる。そして、他のライオンズも助けてくれ

ます。ですから、思い切って、はじめの一歩を踏み出し

てください。 

 

未来に投資すること。 

未来に投資するのは誰にとっても重要なこと。そして、

若者特有の立場が、物事を変えるために役立つこともあ

ります。地域社会が直面する様々な課題に取り組む時、

若者にも議論に参加してもらえば、よりよい解決策を見

つけられます。ライオンズで一緒に奉仕するよう、次世

代のグローバルリーダーたちを誘い ましょう。  

 

協力すること。 

チームでやれば最高の結果が出ます。地域の有力者や、

他の奉仕団体、そしてお互いと協力し、地域社会が抱え

る最大の課題に取り組みましょう。コラボレーション

は、変化を加速させます。 

 

率先すること。  

ライオンズとレオは、模範を示します。皆で地域社会を

大切にし、思いやりをゴールに見据えたらどんな未来を

実現できるかを、世界に提示するのです。率先して行動

すれば、周りもついてきます。 

 

「 私はライオンズを信じています。 

レオを信じています。 

 その一歩一歩を支えるために、 

私はここにいます。」 
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ボストン国際が閉幕 

国際協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
7月 7〜11日、アメリカ・マサチューセッツ州ボストンで
開催された第 105回ライオンズクラブ国際大会が閉幕
した。 

8日にはインターナショナル・パレードが行われ、日本
の 330〜337複合地区は大名行列をテーマにしたユニ
フォームで行進。パレード･コンテスト「ユニフォーム着
用の代表団」のカテゴリーで、メキシコに次ぐ第 2位に
選ばれた。 

最終日 11日の閉会式ではパティ・ヒル国際会長（カナ
ダ・アルバータ州エドモントン）と地区ガバナーの就任
宣誓式が行われ、
2023-24年度がスタ
ートした。 

今大会で資格証明を
受けた代議員は
3287人。代議員投票
の結果は以下の通
り。会則及び付則改
正案 4項はいずれも
可決された。 

 

●2023～25年国際理事（OSEAL地域 定員 4人） 
 
 
濱野雅司（日本／330 複合地区／埼玉県･岩槻） 
城阪勝喜（日本／335 複合地区／大阪港） 
Feng-Chi Chen（台湾／300 複合地区） 
Sung-Gil Jung（韓国／356 複合地区） 
 
●会則及び付則改正案  
 
第1項：第三副会長の資格要件から最低地区要件を削除

する決議案 可決 
 
第2項：国際理事の資格要件から最低地区要件を削除す

る決議案 可決 
 
第3項：国際協会が提供するいずれかの割引プログラム

の結果として会費の割引を受ける会員のため
に、別個の会員種別を設ける 可決 

第4項：地区役員の任務を見直す決議案 可決 

 
 

 

社会を明るくする街頭キャンペーン 

茨城県･潮来、行方ライオンズクラブ 

 

潮来ライオンズクラブ（105人）と行方ライオンズクラブ（53

人）は 7月9日、「道の駅いたこ」で行われた第 73回社会

を明るくする街頭キャンペーンに合同で参加し協力した。 

「社会を明るくする運動」は法務省の主唱により、全ての国

民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生につい

て理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯

罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築くことを

目的とする全国的な運動だ。毎年 7月はこの運動の強調

月間となっており、今年は 4年ぶりに街頭キャンペーンを

実施することが出来た。 

 

キャンペーンには原浩道潮来市長（潮来ライオンズクラブ

会員）、鈴木周也行方市長（行方ライオンズクラブ会員）が

出席し、潮来市教育委員会、行方市教育委員会など多くの

団体が協力して行われ、薬物乱用防止啓発活動としてパン

フレットを配布した。 

今回のキャンペーンには、潮来市立牛堀中学校や県立潮

来高等学校の生徒も参加。少ない部員でがんばっている

牛堀中学校吹奏楽部が演奏を披露し、潮来高校の生徒は

式典の進行やパンフレット配布の補助を担当するなど、青

少年の健全育成にも寄与したものと思う。 

潮来ライオンズクラブ、行方ライオンズクラブは親子関係に

あり、地理的にも潮来市と行方市は隣同士なので連携が取

りやすく、県民の森の環境保全や、ライオンズクエストの推

進活動にも合同で取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


